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Development of citizen participation in Mexico City and the popular 
movements in the latter half of the 80's
KOBAYASHI, Soshi
Since the 1985 Mexico City earthquake, expanding citizen participation has been playing 
an important role in the discussion about the democratization in Mexico.  
This paper examines two popular movements that developed after the earthquake: the 
Coordinadora Unica de Damnificados (CUD) and the Asamblea de Barrios (AB), in 
consideration of the situation of the citizen participation of Mexico City.  
The inhabitants of Mexico City had left behind in the citizen participation. Through the 
CUD and AB movement, however, they became the actor for the participation. This paper 
concludes that these two movements spurred the democratization and the development of 
the citizen participation in Mexico City. 
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はじめに
メキシコでは制度的革命党（Partido Revorcionario Institucional: PRI）が長期間にわたっ
て事実上の一党独裁体制を続けてきたが、70 年代以降段階的に進められてきた選挙制度改革に
よって連邦レベルでの民主化が進んできた。1996 年の選挙法改正において公正な選挙の実施を
保証する制度がととのった後、2000 年の大統領選挙で国民行動党（Partido Acción Nacional: 


















民衆運動として、被災者統一調整委員会（la Coordinadora Unica de Damnificados: CUD）と














展開については、クエジャル・ヴァスケス（Cuéllar Vázquez 1993）が創設から 88 年の大統
領選挙までの期間を中心に年代順に詳細に著しているほか、ハーバー (Haber 2006) が他の都
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と表現した。すなわち、1928 年に連邦特別区および連邦管区基本法（La Ley de Orgánica del 
Distrito Federal y de los Territorios Federales）が施行されて以来、市長（regente）と 16 あ
るデレガシオン（delegación、区）のそれぞれの長（delegado）は、大統領の指名によって任
命されており、市議会は 1988 年に至るまで存在せず、メキシコ市の立法権限は連邦議会が備







別区庁（Departamento de Distrito Federal）の設立が定められ、同年に成立した連邦特別区
および連邦管区基本法において、市長が大統領によって自由に任命および解任されうることが
規定された（Aguayo 2004:26）。この法律でメキシコ市の市民参加の回路として設立されたの
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がメキシコ市諮問評議会 (Consejo Consultivo de la Ciudad de México:CCCM) と区諮問評議










外されており、彼らの要求は回避されていた。1941 年に制定された 連邦特別区庁基本法（La 



















1976 年から 1982 年まで市長の職にあったハンク・ゴンサレスは、住民会議を利用することで
メキシコ市が非民主的であり代表制を欠いているという批判に対処したのである（Ward 
1989:317）。
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1985 年 9 月 19 日と 20 日、メキシコはそれぞれマグニチュード 8.1 と 7.3 という大地震に見
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いる。1．トラテロルコ団地およびローマ地区：大多数が中間層、2．フアレス・マルチファミ
リー団地（公営団地）住民：元公務員、中間層、3．セントロ、モレーロス、ゲレーロ、ドクトー
レスの各地区の住民：労働者、貧困層、であった (Cuéllar Vázquez 1993:19）。それぞれの地域
に特徴的だった組織の成り立ちや活動は次のとおりである。
ノノアルコ -トラテロルコ団地においてはいくつかの住民組織が地震前から存在していたが、





して掲げた。ローマ地区においては 1985 年 10 月 5 日に地区住民・9/19 被災者連合（la Union 










げていった（ibid.:209）。ゲレーロ地区では 1976 年からゲレーロ地区住民組合（Union de 
Vecinos de la Colonia Guerrero:UVCG) が存在していた。住居の補修と住宅建築のための空き
地の収用を求めて立ち上がった。また立ち退きの強制や家賃の不当な値上げなどに抵抗してい
た。ドクトーレス地区では地震を契機としてドクトーレス地区住民連合（Union de Vecinos 




の組織が 9月 27 日に大統領官邸へ向かって大規模なデモ行進を行い、彼らを被災者の代表と
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と伝えた (Cuéllar Vázquez 1993:29-30; Haber 2006:178)。
デモ当日には地震被災者組織を含んだ 67 の組織５）によって連帯・再建民衆委員会（Comité 











この委員会にはトラテロルコ組織調整委員会（Coordinadora de Organizaciones de 
Tlatelolco）、ローマ地区住民・借家人（Los Vecinos e Inquilinos de la Colonia Roma）、セン
トロ借家人委員会（Comité de Inquilinos del Centro）、UVCGなどの被災者組織が参加して
いた（Massolo 1986:197）。
彼らが主催した抗議行動にはさまざまな地区の住民たちが参加した。特に 10 月 2 日のデモ
行進には約 15,000 人が集結し、住民組織の参加を含めた民主的な再建計画や強制退去の停止、
現住者の権利を尊重すること、倒壊について責任の所在を明確にすることなどに加えて、被災
地の収用６）も要求した。それに応える形で政府は 10 月 11 日に「民衆住宅再建計画」（Programa







命に終わったが、後の CUDの基礎となった（Duhau 1987:77-78; Ortega Valadez 1988:149-
150; Cuéllar Vázquez 1993:30-31)。
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CUD運動の展開
CUDは前述した UVyD や UVCGなどの組織が集まって 1985 年 10 月 19 日に設立された。
その後 24 日に被災者フォーラム（Foro de los Damnificados）を開催したときは、25 の都市







CUDの運動は、1986 年 5 月 13 日の政府との間で交わされた「再建民主協定」（Convenio de 


























Villa A.(1987) pp. 38-43, Serna(1995)pp. 161-166,天野・土肥（2008）p.735 より作成
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領との会談はかなわなかったが、その後 11 月 2 日から 12 日にわたって関係省庁の大臣と会談
を行っている。12 月 12 日にはグアダルーペ寺院への巡礼を組織し、震災後 3ヶ月を過ぎても
何の問題も解決されていないことを訴えた。翌年3月19日の10,000人が参加したデモ行進では、
政府が 1件の住宅も建設しておらず、PRHPによる被災者用に再建された収用地住居の権利証













関して、前述したとおり 10 月 11 日に 5,000 件以上の土地の収用を発表した後、10 月 14 日に
ホセ・パルセロ・ロペスが PRHP長官として任命されることになった。パルセロは全国一般
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しには再建問題は解決できないとの認識を持つようになった（Cuéllar Vázquez 1993:43-44）。
その結果として政府の再建計画の責任者である都市開発・環境省大臣のカリージョ・アレナと

























































民会議（Asamblea de Barrios de la Ciudad de México: AB）であった。
メキシコ市住民会議（Asamblea de Barrios de la Ciudad de México: AB）
ABはトラテロルコ屋上部屋調整委員会（Coordinadora de Cuartos de Azotea de Tlatelolco）
とセントロ借家人闘争委員会（Comité de Lucha Inquilinaria del Centro：CLIC)という 2つ
の組織が牽引して形成されたとされるが（Haber 2006：188）、これに加えて UVCGやモレー
ロス借家人民衆連合（Union popular de Inquilinos de la Colonia Morelos-Peña Morelos）、
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そしてペンシル地区民衆連合（Union popular de colonos de Colonia Pensil）という組織もそ
の土台となったとされている。これらの組織の各リーダーたち（順に、マルコ・ラスコン、フ
ランシスコ・アルヴァラード、フランシスコ・サウセド、ハビエル・イダルゴ）が ABの幹部
となる。これらはみな 70 年代から 80 年代初期にメキシコ市セントロにおいて創設された組織
だった（Greene 1997:194）。
ABが結成されたのは、1987 年 4 月 4 日、トラテロルコ屋上部屋調整委員会の主導により開













たとえば 87 年 4 月 21 日、10,000 人近くを集めてソカロから最高裁判所までデモ行進を実施
している。このとき賃借人への強制退去や警察からの脅しを停止することを訴えた。そして同
月の 25、26 日には 15 の各デレガシオンにおいて集会を実施し、各地区における組織の強化に
努めた。こうした動きの中で、賃借人を強制退去から保護するための法の制定を求めていくこ
とが確認されている。また同年 5月 8 日には大統領との謁見を求めて 8,000 人が大統領府へ赴
いた。謁見はかなわなかったものの、ここでは住宅建設のための空き地の収用や財源の獲得を
訴えている（Cuéllar Vázquez 1993:64-65）。
7 月 7 日には革命記念塔からソカロまでのデモ行進の後、ラモン・アギーレ市長との会談を
果たしている。このとき空き地の収用を求めたところ、建設のための資源がないために収用し
ても何の役にも立たないとの市長の発言をうけ、ABは 7月 13 日から抗議のためにカテドラル
の前庭で野営を開始した。23 日に終了するまでに平均しておよそ 10,000 人が参加し、連邦政
府との交渉を開始して民衆の住宅建設のために空き地の収用を実現することを要求した。その
野営は都市運動組織や政治組織などが参加した、住宅に関する開かれたフォーラムであった
（Ibid.:94-95; Tirado Jiménez 1990:26）。ボロスによれば、この行動の本質的な重要性は連帯を
呼び覚ましたことにあった。組織に属しているいないにかかわらず、多くの人々が様々な形で




7月 20 日には再びアギーレ市長との会見を行なっている。ここでは特に、この年の 2月に発
表された全国住宅計画 13）（Programa Nacional de Vivienda）がメキシコ市をはじめとする大
都市住民に対して不十分であると指摘し、さらなる拡充を要求した。これを受けて政府は、9
















おり、そこで組織の運動方針などが話し合われてきたが、なかでも 1万 8 千家族が参集して 6
月 20 日に開かれた第三回全体会議では初めてメキシコ市の他のセクターとの幅広い連携を模
索していくことが表明された。その具体的な方法として、各グループの代表から成る代表者総
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働組合、女性や子供たちの権利を守る組織など他のセクターとの幅広い連携が必要である。
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確な意思を持っている（Cuéllar Vázquez 1993:132 より引用）。













いえるだろう。ABはカルデナスの選挙キャンペーンに協力し、4月 26 日、5 月 12 日、31 日
にはカルデナスともにメキシコ市において遊説を行った 17）。













補の 27％を上回っていた（Bauer de la Isla, and Wirth 2001:30）。この事実はメキシコ市の統
治において重大な意味があったといえる。それは大統領がメキシコ市長の指名を正当化する論
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理、つまり大統領を選挙によって選ぶことがすなわちメキシコ市長も選ぶこととなるという論
理はもはや通用しなくなったことを表している。











治分野への性急な拡張は、運動への要求の増大をもたらしたが、これに対処できず 93 年に AB
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に見たように、彼は 1988 年の大統領選挙で ABをはじめとする民衆の支持によって躍進した
人物である。市民参加は PRDが掲げた民主化の重要なアジェンダの一部となっており（Flores

































８）Massolo (1986) pp.231-232 参照。
９）PRIを構成する三部門（労働者、農民、一般）の内、一般部門の中核組織。その構成員は中間層によっ
て占められており、手工業者、商人、技術者、政府職員などの専門グループに分割されている。松下
88 小林　操史：メキシコ市における市民参加の展開と 80 年代後半の民衆運動
（2010）pp.15-18 を参照のこと。
10）天野・土肥（2008）p.736 参照。
11）アバルカの発言に関しては、Llorens F.(1986)pp.46-47 および Serna(1995)を参照のこと。
12）ハーバーによると、女性メンバーは設立当初で全体の 85％、1991 年の時点で 65％を占めていたとい
う（Haber 2007:191）。








のに貢献した。Haber (2007) pp.199-200、 Cuéllar Vázquez(1993)　pp.71-81 を参照のこと。
16）PRIを離脱した民主的潮流（Corriente Democrática）が中核となり、メキシコ真正革命党（Partido 
auténtico de la revolución mexicana :PARM）、国家再建カルデニスタ戦線党（Partido del frente de 




18）協定締結後も、不正の告発は続いた。たとえば 86 年 9 月 7 日には、PRIが被災者に対して食糧交換
券を配って、9月 19 日の PRI主催のデモへの動員を図っていることが非難されたし、9月 18 日には、
CUDや被災者組織に対して、19日のデモに参加しなければPRHPの権利証を取り消すとの脅しがあっ




て成立した。1998 年 12 月のカルデナス政権下における改正では、「民主主義」「共同責任」「包摂」「連
帯」「合法性」「多様性の尊重」「寛容性」「持続可能性」「存続」を原則としていることが明記され（第
1篇、第 2条）、住民投票（Plebiscito, Referéndum）や住民発議（Iniciatica Popular）など具体的な
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